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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 148,306 △12.4 4,911 △41.8 4,806 △40.8 2,462 △56.8

2025年３月期 169,329 △8.2 8,436 △31.6 8,119 △33.7 5,695 △36.0
(注) 包括利益 2026年３月期 3,940百万円(△19.5％) 2025年３月期 4,894百万円(△50.5％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 45.44 － 2.3 3.2 3.3

2025年３月期 105.14 － 5.4 5.4 5.0
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 47百万円 2025年３月期 185百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 152,371 109,149 71.6 2,013.26

2025年３月期 149,148 106,810 71.6 1,971.57
(参考) 自己資本 2026年３月期 109,149百万円 2025年３月期 106,810百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 15,274 △4,850 △2,524 23,225

2025年３月期 7,346 △4,683 △3,804 15,326

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 18.00 － 22.00 40.00 2,167 38.0 2.1

2026年３月期 － 8.00 － 6.00 14.00 759 30.8 0.7

2027年３月期(予想) － 13.00 － 7.00 20.00 31.0

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 76,000 △0.8 1,200 △60.3 0 △100.0 2,400 40.1 44.27

通 期 157,000 5.9 3,400 △30.8 2,000 △58.4 3,500 42.1 64.56



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 63,079,256株 2025年３月期 63,079,256株

② 期末自己株式数 2026年３月期 8,863,805株 2025年３月期 8,903,954株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 54,202,112株 2025年３月期 54,169,390株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 112,777 △14.9 3,882 △44.2 4,004 △41.0 2,028 △58.2

2025年３月期 132,509 △9.9 6,951 △36.2 6,786 △38.1 4,847 △40.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 37.42 －

2025年３月期 89.49 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 133,490 94,307 70.6 1,739.50

2025年３月期 131,439 93,399 71.1 1,724.02

(参考) 自己資本 2026年３月期 94,307百万円 2025年３月期 93,399百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載している業績見通し等の将来に関する内容は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

様々な不確定要素が内在しております。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績

予想の前提となる条件等につきましては、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、関税問題や地政学リスクの高まりを背景とした世界経済の先行き不透明

感に加え、物価上昇や各種供給制約に起因する消費の下押し、仕入価格の高止まり等により、国内外ともに需要に

力強さを欠くこととなりました。

当社グループの主力事業である鉄鋼業界におきましては、建設向けは資材高騰や人手不足に伴う工期の遅延、建

設案件の規模縮小などが継続し、製造業向けについても米国関税の影響等により盛り上がりが見られず、国内需要

は総じて低調に推移しました。また、中国からの安価な輸入品の流入により、鉄鋼市況は依然として下落基調で推

移しました。一方、主原料である鉄スクラップ価格は前年を下回ったものの、下期後半には急騰するなど、高水準

に留まっております。

当社グループにおきましては、９月26日に発生した第５変電所事故により当社電気炉は操業停止を余儀なくさ

れ、電気炉の生産量は前年度の約６割と大幅に減産することとなりました。当社としましては代替鉄源を調達する

ことで取引先への製品供給を優先に努めましたが、外部鉄源の調達コスト、設備復旧費用や原単位悪化等により約

16億円のコストが発生しました。なお、12月24日の稼働再開以降は順調に操業を継続しております。

「中山製鋼所グループの長期ビジョン実現に向けた長期計画と新電気炉投資」については、11月26日に日本製鉄

株式会社と、新電気炉設備の建設、保有および当社への賃貸を目的とした合弁会社の設立に関する合弁契約を締結

しました。また、12月12日に公表しました「株式会社ヨドコウとの業務提携に向けた基本合意書締結に関するお知

らせ」の通り、当社は株式会社ヨドコウと、電気炉鋼材の適用拡大に向けた協業関係の強化を目的として、業務提

携に関する基本合意を締結いたしました。現在、その本合意の締結に向けて協議を進めております。

これらの結果、当連結会計年度の業績は、売上高1,483億６百万円（前期比210億23百万円減）、営業利益49億11

百万円（前期比35億25百万円の減益）、経常利益48億６百万円（前期比33億13百万円の減益）、親会社株主に帰属

する当期純利益24億62百万円（前期比32億32百万円の減益）となりました。

当連結会計年度における各セグメントの業績は、次のとおりであります。

鉄鋼につきましては、鋼材販売価格における価格対応を迫られる中でスプレッドの確保に鋭意努めましたが、変

電所事故による電気炉操業休止中の減産影響、需要低迷に伴う鋼材販売量の減少、固定費の増加等により減益とな

りました。

これらの結果、売上高は1,458億60百万円（前期比207億86百万円減）、経常利益は42億15百万円（前期比36億９

百万円の減益）となりました。

エンジニアリングにつきましては、鋳機部門のコスト増などにより、売上高は16億87百万円(前期比１億99百万

円減)、経常損失は20百万円(前期比57百万円の減益)となりました。

不動産につきましては、賃貸収入を中心に安定した収益を確保し、売上高は13億95百万円(前期比２百万円増)、

経常利益は６億85百万円(前期比11百万円の減益)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は1,523億71百万円となり、前連結会計年度末と比べ32億23百万円増加しました。こ

れは主として、棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）が減少した一方、現金及び預金、機械及び

装置、退職給付に係る資産が増加したことによるものであります。

負債は432億21百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億83百万円増加しました。これは主として、未払法人

税等が減少した一方、支払手形及び買掛金、繰延税金負債が増加したことによるものであります。

純資産は1,091億49百万円となり、前連結会計年度末と比べ23億39百万円増加しました。これは主として、親会

社株主に帰属する当期純利益の計上及び剰余金の配当によるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、232億25百万円となり、前連結会

計年度末に比べ78億99百万円増加（＋51.5％）しました。当連結会計年度の各キャッシュ・フローの状況とそれら

の要因は次のとおりであります。

営業活動の結果得られた資金は、152億74百万円（前期73億46百万円の収入）となりました。これは主として、

税金等調整前当期純利益、減価償却費、売上債権の減少、仕入債務の増加、棚卸資産の減少、法人税等の支払によ

るものであります。

投資活動の結果支出した資金は、48億50百万円（前期46億83百万円の支出）となりました。これは主として、有

形固定資産の取得によるものであります。

財務活動の結果支出した資金は、25億24百万円（前期38億４百万円の支出）となりました。これは主として、配

当金の支払、長期借入金の返済によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 61.9% 65.1% 68.7% 71.6% 71.6%

時価ベースの自己資本比率 16.8% 35.4% 33.8% 26.9% 21.8%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

－ 0.8年 1.9年 1.2年 0.6年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

－ 62.6倍 36.6倍 43.4倍 80.0倍

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお

ります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象と

しております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

※ 2022年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率およびインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営

業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、国内鉄鋼需要の低迷に加え、中国経済の減速に伴う供給過剰を背景とした低価格

製品との競合や、足元で急騰している鉄スクラップ価格や各種資材コストに加え、中東情勢の影響によるエネルギ

ー価格の高騰なども懸念され、厳しい経営環境が続くものと想定されます。鋼材販売価格への転嫁や新設した関東

中継地の活用等により販売価格・販売数量ともに改善を見込む一方で、主原料価格の高騰や高止まり、中東情勢の

影響の顕在化などが先行し、鋼材販売価格への転嫁には一定の時間を要することから、下期からの回復を見込むも

減益見通しとしております。このような環境下ではありますが、安定的な電気炉生産のもとコスト改善を進めてま

いります。

また当社は2026年４月１日付にて、日本製鉄株式会社との合弁契約に基づき「ＮＮ製鋼合同会社」を設立いたし

ました。今後は、新電気炉建設計画を着実に遂行するとともに、新電気炉の稼働開始を見据えた電気炉材の適用拡

大を図るべく、株式会社ヨドコウとの業務提携の本合意に向けた協議を進めつつ、将来に向けた地歩を固めていき

ます。

さらに、カーボンニュートラル・循環型社会の実現に対しての社会的要請が高まる中、これらを訴求する高付加

価値製品の拡販や加工能力の強化などの諸施策を実行することで、事業基盤の一層の強化に努めてまいります。

以上の状況を踏まえ、次期（2027年３月期）の通期連結業績につきましては、売上高1,570億円、営業利益34億

円、経常利益20億円、親会社株主に帰属する当期純利益35億円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分の方針は、経営基盤・財務体質の強化並びに今後の事業展開に備えるために必要な内部留保を確

保しつつ、安定した配当を実現していくことを基本としております。

当期の期末配当につきましては、本日公表の「剰余金の配当（増配）に関するお知らせ」のとおり、2025年10月

31日に公表いたしました１株当たり５円から１株当たり６円に修正いたします。これにより、既に実施した中間配

当金１株当たり８円と合わせて、年間配当金は１株当たり14円となる予定です。

なお次期の年間配当金につきましては、業績予想を踏まえて、１株当たり20円（中間配当金13円、期末配当金７

円）とさせていただく予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,346 23,245

受取手形、売掛金及び契約資産 33,420 31,914

電子記録債権 8,909 9,151

商品及び製品 17,187 11,596

仕掛品 4,900 4,870

原材料及び貯蔵品 11,876 10,252

その他 919 1,032

貸倒引当金 △34 △41

流動資産合計 92,524 92,021

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 33,532 33,871

減価償却累計額 △25,615 △26,017

建物及び構築物（純額） 7,917 7,853

機械及び装置 92,589 94,697

減価償却累計額 △75,966 △76,839

機械及び装置（純額） 16,622 17,858

車両運搬具 818 761

減価償却累計額 △736 △682

車両運搬具（純額） 82 79

工具、器具及び備品 4,436 4,571

減価償却累計額 △3,933 △4,040

工具、器具及び備品（純額） 502 530

土地 22,611 22,613

リース資産 351 583

減価償却累計額 △220 △270

リース資産（純額） 131 313

建設仮勘定 420 1,071

有形固定資産合計 48,288 50,321

無形固定資産

その他 470 394

無形固定資産合計 470 394

投資その他の資産

投資有価証券 3,193 3,988

退職給付に係る資産 1,798 2,808

繰延税金資産 14 19

差入保証金 1,764 1,775

その他 1,123 1,066

貸倒引当金 △28 △24

投資その他の資産合計 7,864 9,633

固定資産合計 56,623 60,349

資産合計 149,148 152,371
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,345 15,398

電子記録債務 2,757 3,018

短期借入金 2,546 2,515

未払金 2,788 2,745

未払費用 1,739 1,575

未払法人税等 883 167

賞与引当金 1,028 981

環境対策引当金 17 6

解体撤去引当金 231 280

その他 600 1,434

流動負債合計 26,941 28,123

固定負債

長期借入金 6,515 6,000

繰延税金負債 3,183 3,907

再評価に係る繰延税金負債 1,030 1,030

環境対策引当金 5 -

解体撤去引当金 187 -

関係会社事業損失引当金 893 893

退職給付に係る負債 2,314 1,938

その他 1,265 1,328

固定負債合計 15,396 15,098

負債合計 42,337 43,221

純資産の部

株主資本

資本金 20,044 20,044

資本剰余金 7,857 7,879

利益剰余金 75,936 76,774

自己株式 △773 △769

株主資本合計 103,065 103,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 928 1,465

繰延ヘッジ損益 - 0

土地再評価差額金 2,359 2,359

退職給付に係る調整累計額 456 1,396

その他の包括利益累計額合計 3,744 5,221

純資産合計 106,810 109,149

負債純資産合計 149,148 152,371
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 169,329 148,306

売上原価 147,249 129,769

売上総利益 22,080 18,537

販売費及び一般管理費

販売費 5,726 5,452

一般管理費 7,917 8,173

販売費及び一般管理費合計 13,643 13,625

営業利益 8,436 4,911

営業外収益

受取利息 47 46

受取配当金 94 91

持分法による投資利益 185 47

不動産賃貸料 73 70

その他 78 126

営業外収益合計 479 382

営業外費用

支払利息 169 190

賃借料 134 134

その他 492 161

営業外費用合計 796 487

経常利益 8,119 4,806

特別利益

スクラップ売却益 - 53

固定資産売却益 4 17

投資有価証券売却益 586 -

特別利益合計 591 70

特別損失

事故関連損失 - ※1 843

固定資産除却損 139 520

関係会社事業損失引当金繰入額 265 -

その他 139 115

特別損失合計 544 1,479

税金等調整前当期純利益 8,167 3,397

法人税、住民税及び事業税 2,420 898

法人税等調整額 50 35

法人税等合計 2,471 934

当期純利益 5,695 2,462

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 5,695 2,462
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 5,695 2,462

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △637 537

繰延ヘッジ損益 △0 0

土地再評価差額金 △29 -

退職給付に係る調整額 △134 939

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △801 1,477

包括利益 4,894 3,940

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,894 3,940

非支配株主に係る包括利益 - -



株式会社中山製鋼所(5408) 2026年３月期 決算短信

― 9 ―

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,044 7,841 72,895 △774 100,007

当期変動額

剰余金の配当 △2,654 △2,654

親会社株主に帰属す

る当期純利益
5,695 5,695

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 15 1 17

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 15 3,041 1 3,058

当期末残高 20,044 7,857 75,936 △773 103,065

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益 土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,565 0 2,389 591 4,545 104,553

当期変動額

剰余金の配当 △2,654

親会社株主に帰属す

る当期純利益
5,695

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 17

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△637 △0 △29 △134 △801 △801

当期変動額合計 △637 △0 △29 △134 △801 2,257

当期末残高 928 - 2,359 456 3,744 106,810
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,044 7,857 75,936 △773 103,065

当期変動額

剰余金の配当 △1,625 △1,625

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,462 2,462

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 21 3 25

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 21 837 3 862

当期末残高 20,044 7,879 76,774 △769 103,928

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益 土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 928 - 2,359 456 3,744 106,810

当期変動額

剰余金の配当 △1,625

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,462

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 25

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

537 0 - 939 1,477 1,477

当期変動額合計 537 0 - 939 1,477 2,339

当期末残高 1,465 0 2,359 1,396 5,221 109,149
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 8,167 3,397

減価償却費 2,897 3,055

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △45 △47

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 112 41

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △78 △55

解体撤去引当金の増減額（△は減少） 122 △139

環境対策引当金の増減額（△は減少） △52 △16

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） 265 -

受取利息及び受取配当金 △142 △137

支払利息 169 190

事故関連損失 - 843

スクラップ売却損益（△は益） - △53

固定資産除却損 139 520

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △16

売上債権の増減額（△は増加） 4,773 1,262

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,970 7,244

仕入債務の増減額（△は減少） △3,219 1,340

営業保証金の増減額（△は増加） 500 -

その他 △1,096 679

小計 10,533 18,112

法人税等の支払額 △3,140 △1,982

スクラップ売却による収入 - 53

解体撤去費用の支払額 △46 △371

事故関連損失の支払額 - △537

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,346 15,274

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,389 △5,082

有形固定資産の売却による収入 6 169

投資有価証券の取得による支出 △370 -

投資有価証券の売却による収入 632 -

利息及び配当金の受取額 198 155

その他 △761 △92

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,683 △4,850

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 7,000 -

長期借入金の返済による支出 △7,565 △546

配当金の支払額 △2,647 △1,627

利息の支払額 △169 △190

その他 △421 △158

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,804 △2,524

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,140 7,899

現金及び現金同等物の期首残高 16,467 15,326

現金及び現金同等物の期末残高 15,326 23,225
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結損益計算書関係）

※１ 事故関連損失

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

当社船町工場内の第５変電所において発生した電気炉送電遮断器のトリップ事故に伴う復旧費用及び電気炉

の操業停止期間に係る固定費等であります。

当該損失は、当連結会計年度第３四半期においては売上原価及び営業外費用に含めて処理しておりましたが、

その後、事故原因に臨時性が認められるとの判断に至ったことから、特別損失として処理することとしたもの

です。

なお、当該処理による特別損失への振替額は、売上原価より596百万円、営業外費用より247百万円の計843百

万円であります。

（重要な後発事象）

（合弁会社の設立）

当社は、2026年４月１日付にて、日本製鉄株式会社との合弁契約に基づく合弁会社を設立いたしました。なお、

当該合弁会社は当社の連結子会社であります。

詳細につきましては、2026年４月１日に公表いたしました「（開示事項の経過）合弁会社の設立に関するお知ら

せ」をご参照ください。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は鉄鋼製品の製造・販売を中心に、魚礁などのエンジニアリング活動や不動産の賃貸・販売などの事業活

動を展開しております。

従いまして、当社は製品・サービス別のセグメントから構成されており、「鉄鋼」、「エンジニアリング」、

「不動産」の３つを報告セグメントとしております。

「鉄鋼」は、鉄鋼一次製品、二次加工製品等の製造・販売を行っております。「エンジニアリング」は、鋼製

魚礁や増殖礁、ロール、バルブ等の受注・販売を行っております。「不動産」は、保有不動産の賃貸や販売を行

っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針と概

ね同一であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

（単位:百万円）
報告セグメント

調整額
連結財務諸表

計上額鉄鋼
エンジニア
リング

不動産 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 166,486 1,858 － 168,345 － 168,345

その他の収益 － － 984 984 － 984

外部顧客への売上高 166,486 1,858 984 169,329 － 169,329

セグメント間の内部売上高
又は振替高

160 28 408 596 △596 －

計 166,647 1,886 1,392 169,926 △596 169,329

セグメント利益(経常利益) 7,824 36 696 8,557 △438 8,119

セグメント資産 134,237 2,167 10,427 146,832 2,315 149,148

その他の項目

減価償却費 2,615 118 168 2,902 △4 2,897

受取利息 47 － 4 52 △4 47

支払利息 159 14 － 173 △4 169

持分法投資利益 185 － － 185 － 185

持分法適用会社への投資額 913 － － 913 － 913

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

3,838 117 212 4,168 △0 4,167

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

（単位:百万円）
報告セグメント

調整額
連結財務諸表

計上額鉄鋼
エンジニア
リング

不動産 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 145,669 1,662 － 147,332 － 147,332

その他の収益 － － 974 974 － 974

外部顧客への売上高 145,669 1,662 974 148,306 － 148,306

セグメント間の内部売上高
又は振替高

190 24 420 636 △636 －

計 145,860 1,687 1,395 148,943 △636 148,306

セグメント利益又は損失(△)
(経常利益又は経常損失(△))

4,215 △20 685 4,879 △73 4,806

セグメント資産 136,564 2,136 10,525 149,226 3,144 152,371

その他の項目

減価償却費（注） 2,766 119 174 3,059 △4 3,055

受取利息 45 － 6 52 △5 46

支払利息 175 21 － 196 △5 190

持分法投資利益 47 － － 47 － 47

持分法適用会社への投資額 943 － － 943 － 943

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,970 126 174 5,270 △5 5,265

（注)「事故関連損失」として特別損失に含めて計上した減価償却費101百万円を除いております。
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４．報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

利益
前連結会計年度

(百万円)
当連結会計年度
（百万円）

報告セグメント計 8,557 4,879

セグメント間取引消去 △0 △2

全社営業外損益（注） △437 △71

連結財務諸表の経常利益 8,119 4,806

(注) 全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない営業外収益と営業外費用の差額であります。

資産
前連結会計年度

(百万円)
当連結会計年度
（百万円）

報告セグメント計 146,832 149,226

セグメント間取引消去 △866 △823

全社資産（注） 3,181 3,968

連結財務諸表の資産合計 149,148 152,371

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない長期投資資産（投資有価証券）等であります。

（１株当たり情報）

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 1,971円57銭 2,013円26銭

(算定上の基礎)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 (百万円) 106,810 109,149

普通株式に係る純資産額 (百万円) 106,810 109,149

差額の主な内訳 (百万円) － －

普通株式の発行済株式数 (千株) 63,079 63,079

普通株式の自己株式数 (千株) 8,903 8,863

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数

(千株) 54,175 54,215

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 105円14銭 45円44銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 5,695 2,462

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円) 5,695 2,462

普通株式の期中平均株式数 (千株) 54,169 54,202

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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４．その他

（参考情報）

（単 独） 売 上 高 内 訳 表

（単位：百万円）

2024年度 2025年度 増 減

2024／上 2024／下 年度計 2025／上 2025／下 年度計 前年度比
（①） （②） （②－①）

鋼 材 69,251 59,445 128,696 56,256 52,845 109,101 △19,594

販売数量 千㌧ (538.1) (472.8) (1,011.0) (466.4) (452.2) (918.6) (△92.3)

販売単価 千円/㌧ (128.7) (125.7) (127.3) (120.6) (116.9) (118.8) (△8.5)

そ の 他 1,960 1,852 3,812 1,829 1,846 3,675 △137

合 計 71,212 61,297 132,509 58,086 54,691 112,777 △19,731

（うち、輸出） (1,879) (1,817) (3,696) (931) (816) (1,748) (△1,948)


